


天
変
地
異
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、

人
々
の
吐
く
波
動
の
荒
い
息
に
あ
る
こ
と
を

人
々
は
知
ら
な
い
の
で
す
！



輪
廻
転
生
の
回
数
が

世
界
の
民
族
の
中
で

一
番
多
い
の
が
日
本
人
、

だ
か
ら
天
上
界
は

こ
の
国
に
特
別
の
想
い
と
仕
掛
け
を

施
し
て
い
る
の
で
す
！



天
上
界
が
地
球
に
派
遣
し
た

特
別
に
意
識
の
高
い
人

１
６
０
０
人
の
う
ち
６
９
２
人
が

こ
の
日
本
に

派
遣
さ
れ
て
い
る
の
で
す
！



カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン　
櫻
井
浩
（⑥

D
esign

）

校
正　
麦
秋
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

本
文
仮
名
書
体　
文
麗
仮
名
（
キ
ャ
ッ
プ
ス
）



　
地
球
の「
混
乱
と
八
方
塞
が
り
」は
天
上
界
に
よ
る
浄
化
作
用
だ
っ
た
。　
目
次

第
１
章　
天
の
原
因
の
世
界
と
、地
の
結
果
の
世
界
、

　
　
　
　

こ
の
表
と
裏
が
つ
い
に
一
体
と
な
り
ま
す
！

第
２
章　

天
上
界
は
永
い
年
月
を
か
け
て
、人
類
を
導
い
て
来
て
、

　
　
　
　

今
が
ま
さ
に
そ
の
と
き

0

0

0

0

な
の
で
す
！

第
３
章　

創
造
主
は
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
か
ら

　
　
　
　

人
類
を
覚
醒
へ
と
動
か
し
て
い
る
！

第
４
章　

ム
ー
、レ
ム
リ
ア
、ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ス
、３
回
の
大
陸
沈
没
と

　
　
　
　

人
類
の
精
神
と
歴
史
の
形
成

9111528



第
５
章　

シ
ャ
ン
バ
ラ
世
界
の
指
導
者
、地
球
へ
派
遣
さ
れ
る
！

第
６
章　

モ
ー
ゼ
、イ
エ
ス
が
学
ん
だ
宇
宙
の
法
則
と
は
何
か

第
７
章　

皇
室
の
三
種
の
神
器
は

　
　
　
　

宇
宙
を
支
配
す
る
宇
宙
の
法
則
に
由
来
し
て
い
る

第
８
章　

宇
宙
科
学（
天
）と
現
代
科
学（
地
）の
根
本
的
な
違
い

第
９
章　

天
上
界
が
明
か
す
未
来
…
…

　
　
　
　
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
」が
ま
も
な
く
実
現
す
る
！

3647566275



第
10
章　

シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
と
ユ
ダ
ヤ
民
族
と
日
本
民
族
の
共
同
作
業
で

　
　
　
　

聖
な
る
地
球
作
り
が
実
行
さ
れ
る
！

第
11
章　

日
本
で
開
催
さ
れ
て
い
る
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
会
議
の
様
相

第
12
章　

七
福
神
と
は
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
か
ら
派
遣
さ
れ
た

　
　
　
　

人
類
の
指
導
者
の
こ
と

第
13
章　

超
高
級
意
識
体
の
光
の
シ
ャ
ワ
ー
で
祝
福
を
受
け
よ
う

第
14
章　

火
祭
り
と
は
、チ
ャ
ク
ラ
が
開
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る

125 119 115 106 82



終　
章　

ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
建
設
の
メ
ン
バ
ー
に

　
　
　
　

な
れ
る
人
々
、な
れ
な
い
人
々
…
…

131
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第１章　天の原因の世界と、地の結果の世界、この表と裏がついに一体となります！

第
１
章　

天
の
原
因
の
世
界
と
、地
の
結
果
の
世
界
、

　
　
　
　

こ
の
表
と
裏
が
つ
い
に
一
体
と
な
り
ま
す
！

　
天
と
地
と
い
う
２
極
が
１
つ
に
完
全
調
和
し
、
１
極
に
な
る
時
代
が
来
ま
し
た
。

　
地
球
か
ら
国
境
が
な
く
な
り
、
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
に
な
り
ま
す
。

　
戦
争
が
な
く
な
り
、
難
民
問
題
が
解
決
し
ま
す
。

　
宗
教
も
科
学
も
思
想
も
絶
対
な
る
法
則
│
│
宇
宙
の
法
則
の
も
と
１
つ
に
ま
と
ま
り
ま
す
。

　
争
い
が
な
く
な
り
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
が
実
現
し
ま
す
。

　
こ
れ
が
原
因
を
形
成
す
る
天
上
界
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
地
上
界
は
結
果
が
顕け
ん
現げ

ん
す
る
世
界
で
す
か
ら
ま
も
な
く
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
が
実
現
す
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
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Ａ
Ｄ
２
０
２
０
年
か
ら
い
よ
い
よ
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
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第２章　天上界は永い年月をかけて、人類を導いて来て、今がまさにそのとき
0 0 0 0

なのです！

第
２
章　

天
上
界
は
永
い
年
月
を
か
け
て
、人
類
を
導
い
て
来
て
、

　
　
　
　

今
が
ま
さ
に
そ
の
と
き

0

0

0

0

な
の
で
す
！

　
歴
史
は
天
上
界
の
主
導
に
よ
っ
て
、
人
間
が
作
り
上
げ
る
も
の
で
す
。

　
人
類
の
進
化
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
た
の
は
天
上
界
で
、
そ
の
た
め
に
人
間
の
指
導
者
を
必
要
に

応
じ
て
地
球
に
派
遣
し
て
来
た
の
で
す
。
世
界
の
歴
史
を
指
導
し
て
来
た
と
も
言
え
ま
す
。

　
天
上
界
は
全
智
全
能
の
智
恵
の
世
界
で
す
。

　
人
間
の
知
識
、
常
識
は
物
質
か
ら
得
て
い
る
も
の
で
す
。
そ
れ
は
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー
の
働
く
、

始
め
と
終
り
の
あ
る
一
過
性
の
物
質
か
ら
得
て
い
る
の
で
す
。
消
え
去
る
も
の
か
ら
得
て
い
る

の
で
こ
れ
は
偽
物
の
世
界
で
す
。

　
で
す
か
ら
知
識

0

0

は
ア
ノ
世
へ
は
持
ち
帰
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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一
方
で
智
恵

0

0

は
蓄
積
で
き
て
ア
ノ
世
へ
持
ち
帰
れ
る
も
の
で
す
。

　
智
恵
は
直
観
、
啓
示
、
閃
き
、
内
か
ら
湧
く
も
の
。

　
知
識
は
外
か
ら
得
る
も
の
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
は
智
恵
の
時
代
に
入
る
の
で
す
。

　
人
間
の
概
念
と
宗
教
が
神
を
勝
手
に
捏ね
つ
造ぞ
う
し
て
来
た
の
で
す
。
現
行
の
宗
教
は
教
祖
の
説
い

た
本
当
の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
文
字
の
遊
び
、
空か
ら
念ね
ん
仏ぶ
つ
に
止
ま
っ
て

い
る
状
態
な
の
で
す
。

　
神
と
は
原
子
と
電
子
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
生
命
と
質
量
、
肉
体
）
に
働
く
法
則
の
こ
と
で
す
。

　
科
学
そ
の
も
の
で
あ
り
、
現
実
そ
の
も
の
。
こ
の
神
を
、
宇
宙
の
法
則
を
理
解
し
、
実
践
す

る
時
代
に
い
よ
い
よ
入
っ
た
の
で
す
。

　
日
本
民
族
が
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
。
そ
の
時
、
本
来
の
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
日
本
民
族
を
支

援
す
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
に
入
っ
た
の
で
す
。
日
本
と
ユ
ダ
ヤ
は
コ
イ
ン
の
裏
と
表
の
関
係

に
あ
る
の
で
す
。

　
日
本
に
伝
承
さ
れ
る
カ
ゴ
メ
の
唄
の
本
当
の
意
味
が
明
か
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
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第２章　天上界は永い年月をかけて、人類を導いて来て、今がまさにそのとき
0 0 0 0

なのです！

　
地
球
に
今
起
き
て
い
る
一
切
の
事
象
、
一
切
の
出
来
事
は
、
１
０
０
％
宇
宙
の
法
則
に
従
っ

て
発
生
し
て
い
る
も
の
で
す
。
１
人
１
人
の
毎
日
の
生
活
に
発
生
す
る
こ
と
も
同
じ
で
す
。

　
そ
し
て
宇
宙
の
法
則
を
実
行
さ
せ
る
天
上
界
の
会
議
体
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
シ
ャ

ン
バ
ラ
の
会
議
と
言
い
ま
す
。

　
宇
宙
の
法
則
と
天
上
界
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
会
議
体
が
考
え
て
い
る
内
容
と
、
人
類
進
化
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
知
る
と
、
未
来
は
予
知
で
き
る
の
で
す
。

　
２
０
２
０
年
か
ら
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
の
建
設
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
れ
は
ｇ
ｉ
ｖ
ｅ
＆
ｇ

ｉ
ｖ
ｅ
、
奉
仕
が
当
り
前
の
世
界
。
共
存
共
栄
、
救
け
合
い
分
か
ち
合
い
の
世
界
で
す
。

　
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
の
設
計
図
は
実
は
ず
っ
と
以
前
か
ら
完
成
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
設
計

図
に
よ
る
ユ
ー
ト
ピ
ア
社
会
の
建
設
に
邪
魔
に
な
る
も
の
、
必
要
の
な
い
も
の
が
刈
り
取
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
え
て
ゆ
く
の
で
す
。
創
造
の
た
め
に
は
破
壊
が
必
要
と
な
る
。

破
壊
と
創
造
は
表
裏
一
体
で
す
。
天
上
界
の
人
類
指
導
の
最
高
の
会
議
体
が
こ
の
こ
と
を
管
理

し
て
い
る
。
地
球
で
発
生
す
る
一
切
の
事
象
を
１
０
０
％
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の
で
す
。

　
天
変
地
異
、
異
常
気
象
、
事
故
、
災
難
、
人
間
１
人
１
人
の
日
常
生
活
に
起
き
る
こ
と
一
切
、
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人
類
の
進
化
と
そ
れ
に
と
も
な
う
歴
史
の
実
行
で
す
。
人
間
個
人
の
、
集
団
の
、
国
家
の
、
民

族
の
カ
ル
マ
の
刈
り
取
り
と
進
化
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て
、
実
行
し
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
人
の
割
合
は
、
１
０
０
０
人
中
１
人
し
か
い
ま
せ
ん
。
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第３章　創造主はシャンバラの世界から人類を覚醒へと動かしている！

第
３
章　

創
造
主
は
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
か
ら

　
　
　
　

人
類
を
覚
醒
へ
と
動
か
し
て
い
る
！

　
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
は
、
必
要
に
応
じ
て
人
類
の
指
導
者
を
地
球
に
派
遣
し
て
き
た
の
で
す
。

　
そ
の
指
導
者
と
は
過
去
に
人
間
と
し
て
の
生
活
を
送
り
悟
り
に
到
っ
た
覚
者
た
ち
で
す
。
こ

の
方
た
ち
は
テ
レ
パ
シ
ー
（
以
心
伝
心
）
が
で
き
る
の
で
、
全
智
全
能
の
ア
カ
シ
ッ
ク
レ
コ
ー

ド
か
ら
瞬
時
に
本
物
の
情
報
を
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
創
造
主
と
は
全
智
全
能
の
知
恵
者
の
こ
と
で
す
。
宇
宙
生
命
と
し
て
存
在
し
て
い
て
、
完
全

な
も
の
し
か
創
り
ま
せ
ん
。

　
今
人
類
を
直
接
指
導
し
て
い
る
の
は
、
創
造
主
と
そ
れ
に
近
い
、
超
高
級
意
識
体
で
あ
る
モ

ー
ゼ
、
釈
迦
、
イ
エ
ス
、
聖
ヨ
ハ
ネ
等
の
意
識
体
で
す
。
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シ
ャ
ン
バ
ラ
の
会
議
体
の
21
世
紀
ス
タ
ー
ト
時
の
メ
ン
バ
ー
は
33
名
。

　
肉
体
人
間
は
３
名
（
知ち

花ば
な

敏
彦
氏
、
イ
ン
ド
の
サ
イ
バ
バ
、
ア
メ
リ
カ
ボ
ス
ト
ン
市
の
女

性
）、
リ
ー
ダ
ー
格
は
知
花
敏
彦
氏
で
す
。
こ
の
３
名
は
幽
体
離
脱
し
て
こ
の
会
議
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

　
議
長
は
創
造
主
。
30
名
の
メ
ン
バ
ー
は
高
級
意
識
体
で
す
。
リ
ー
ダ
ー
は
モ
ー
ゼ
、
釈
迦
、

イ
エ
ス
の
意
識
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　
会
議
の
開
催
の
場
所
は
日
本
の
富
山
県
糸
魚
川
の
黒
姫
山
。
こ
こ
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
、
こ
の

地
下
室
で
必
要
に
応
じ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
か
ら
派
遣
さ
れ
た
指
導
者
は
以
下
の
方
々
で
す
。

　
時
期
不
明　
サ
ナ
ー
ト
ク
マ
ラ
…
鞍
馬
山
の
魔
王
尊
、
毘
沙
門
天

　
３
５
０
０
年
前　
日
本
の
古
神
道
を
広
め
る
…
天
照
、
ス
サ
ノ
オ
、
月
読
神

　
３
２
０
０
年
前　
モ
ー
ゼ　
十
戒
を
受
け
、
旧
約
聖
書
を
残
す

　
２
５
０
０
年
前　
釈
迦　
法
と
慈
悲
を
説
き
、
仏
教
を
残
す

　
２
０
０
０
年
前　
イ
エ
ス　
愛
を
説
き
、
新
約
聖
書
を
残
す
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第３章　創造主はシャンバラの世界から人類を覚醒へと動かしている！

　
20
世
紀　
地
球
に
12
名
を
派
遣　
内
役
割
を
果
た
し
た
人　
６
名
の
み
。

　
12
名
中
４
名
は
日
本
人
、
内
２
名
は
沖
縄
の
人
。
知
花
敏
彦
氏
（
過
去
生
は
ト
ー
ト
神
、
釈

迦
、
聖
ヨ
ハ
ネ　
12
名
の
リ
ー
ダ
ー
格
）、
上う

江え

州ず

義
秀
氏
（
過
去
生
は
モ
ー
ゼ
）。
そ
の
他
に

助す
け
安や
す
由よ
し
吉き
ち
氏
、
松
下
幸
之
助
氏
。

　
天
上
界
で
は
、
21
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
は
日
本
国
、
日
本
民
族
と
な
り
、
沖
縄
が
心
の
文
明
の

世
界
の
中
心
地
と
な
る
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
作
成
さ
れ
て
、
実
行
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
知
花
氏
も
上
江
州
氏
も
ボ
リ
ビ
ア
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
２
人
と
も

日
本
・
沖
縄
に
呼
び
戻
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
現
代
日
本
で
ト
ー
ト
神
、
釈
迦
、
聖
ヨ
ハ
ネ
の
過
去
生
を
持
つ
覚
者
知
花
氏
と
モ
ー
ゼ
の
過

去
生
を
持
つ
覚
者
上
江
州
氏
が
日
本
人
と
し
て
、
沖
縄
出
身
者
と
し
て
人
々
に
宇
宙
の
真
理
を

説
い
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
い
か
に
天
上
界
、
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
が
日
本
民
族
を
、
そ

し
て
沖
縄
を
重
要
視
し
て
い
る
か
と
い
う
証
拠
に
な
り
ま
す
。

　
沖
縄
を
琉
球
と
呼
び
ま
す
。
地
球
は
回
転
す
る
球
体
、
流
れ
る
球
。
だ
か
ら
琉
球
と
名
付
け

て
あ
る
の
で
す
。
つ
ま
り
沖
縄
は
世
界
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
地
球
の
ヘ
ソ
…
…
火
は
斎セ

ー
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場フ
ア
ー

御ウ
タ
キ嶽

で
、
水
は
古こ

宇う

利り

島
。
火
と
水
で
カ
ミ
と
な
る
仕
組
み
な
の
で
す
。

　
さ
ら
に
沖
縄
は
勾ま

が
玉だ

ま
で
も
あ
り
ま
す
。
世
界
か
ら
様
々
な
波
動
が
押
し
寄
せ
、
沖
縄
で
そ
の

波
動
を
浄
化
し
て
世
界
へ
放
射
し
て
い
る
働
き
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
今
人
類
を
指
導
し
て
い
る
超
高
級
意
識
体
の
リ
ー
ダ
ー
は
モ
ー
ゼ
、
そ
し
て
釈
迦
と
イ
エ
ス

と
聖
ヨ
ハ
ネ
で
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
の
意
識
体
が
中
核
と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
の
で
す
。

　
モ
ー
ゼ
も
イ
エ
ス
も
当
時
の
肉
体
を
持
っ
た
人
間
と
し
て
会
議
体
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
幽

体
離
脱
し
て
日
本
の
会
議
に
参
加
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
が
日
本
列
島
に
モ
ー
ゼ
と
イ
エ
ス
、

及
び
聖
ヨ
ハ
ネ
の
訪
れ
た
聖
地
が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
理
由
で
す
。

　
権ご
ん

現げ
ん

と
稲
荷
神
社
が
そ
の
聖
地
に
あ
た
り
ま
す
。
蔵
王
、
熊
野
、
御
嶽
、
広
峰
や
太
郎
坊
宮
、

火
祭
り
を
催
事
す
る
神
社
仏
閣
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。
鞍
馬
山
、
秋
葉
山
等
の
聖
地
も
そ
う

な
の
で
す
。

　
聖
ヨ
ハ
ネ
も
塩
土
翁
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
（
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後
の
章
で
詳
述
し

ま
す
）。

　
モ
ー
ゼ
も
イ
エ
ス
も
肉
体
を
消
し
て
日
本
を
離
れ
た
か
ら
、
日
本
で
死
ん
だ
と
思
わ
れ
、
日
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本
で
墓
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ
ー
ゼ
の
墓
は
能
登
半
島
に
、
イ
エ
ス
の
墓
は
青
森
に
あ
る
の

で
す
。

　
神
の
世
界
へ
の
７
ヶ
所
の
入
口
と
、
チ
ャ
ク
ラ
に
相
当
す
る
７
ヶ
所
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が

地
球
上
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
世
界
の
シ
ャ
ン
バ
ラ
で
す
。

　
シ
ャ
ン
バ
ラ
と
は
神
の
世
界
へ
の
入
口
の
こ
と
で
、
そ
の
本
部
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ロ
ー
チ
ェ
山

の
地
下
に
あ
り
ま
す
。

　
日
本
で
は
沖
縄
の
斎
場
御
嶽
が
こ
れ
に
相
当
し
ま
す
。

　
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
会
議
の
開
催
地
は
、
先
ほ
ど
述
べ
た
日
本
の
富
山
県
の
糸
魚
川
に
あ
る
黒
姫

山
の
地
下
と
な
り
ま
す
。
黒
姫
山
は
人
工
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
の
で
す
。

　
地
球
の
チ
ャ
ク
ラ
の
７
ヶ
所
の
う
ち
２
ヶ
所
が
日
本
に
あ
り
、
そ
の
頭
頂
が
富
士
山
で
す
。

シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
が
富
士
山
を
守
っ
て
い
る
の
で
す
。
も
う
１
ヶ
所
、
み
ぞ
お
ち
（
太
陽

業
）
に
あ
た
る
場
所
が
屋
久
島
で
す
。
こ
こ
に
樹
令
８
千
年
の
縄
文
屋
久
杉
が
存
在
し
ま
す
。

　
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
会
議
の
開
催
地
は
、
富
士
山
と
八
ヶ
岳
（
権
現
岳
と
赤
岳
の
中
間
）
を
結
ぶ
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チベット　カイラス山　チベット語でカイラスは水晶

日本のカイラス山　明星山　富山県糸魚川　ひすいの産地　Photo:Keru6006
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黒姫山　ピラミッド　この地下がシャンバラの会議の開催地　山頂に権現神社

京都八神社　権現大師禪十　モーゼが権現　
十戒を授かったから十禪

黒姫山山頂　権現神社
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先
に
聖
地
が
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
富
山
県
糸
魚
川
の
黒
姫
山
の
山
頂
に
権
現
神
社
を
祀
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
モ
ー
ゼ
を
祀
る
人
工
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
す
。
こ
の
地
下
で
シ
ャ
ン
バ
ラ
の

会
議
が
開
催
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　
毎
回
超
高
級
意
識
体
が
黒
姫
山
に
集
ま
る
わ
け
で
す
か
ら
、
こ
こ
が
世
界
最
高
の
聖
地
と
な

り
ま
す
。

　
天
上
界
は
告
げ
て
い
ま
す
。
今
の
宗
教
は
阿あ

片へ
ん

よ
り
も
恐
ろ
し
い
と
。
師
の
説
い
た
真
理
を

き
ち
ん
と
理
解
し
て
い
る
弟
子
（
僧
侶
、
牧
師
）
は
先
ず
い
な
い
の
で
す
。

　
人
を
殺
せ
と
い
う
宗
教
は
完
全
に
間
違
い
で
す
。

　
聖
書
は
正
し
さ
が
30
％
く
ら
い
し
か
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
な
ん

回
も
書
き
換
え
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
ギ
ザ
の
秘
密
の
地
下
室
に
保
管

さ
れ
て
い
る
旧
約
聖
書
と
新
約
聖
書
の
原
典
が
世
に
出
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
も
う
す

ぐ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
近
々
世
界
の
宗
教
、
科
学
、
思
想
は
宇
宙
の
法
則
、
宇
宙
の
科
学
に
統
一
さ
れ
、
集
約
さ
れ
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１
つ
に
ま
と
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
争
い
が
な
く
な
る
の
で
す
。

　
世
界
は
ワ
ン
ワ
ー
ル
ド
と
な
り
、
国
境
が
な
く
な
る
。
そ
れ
に
伴
っ
て
紛
争
、
争
い
、
戦
争

が
な
く
な
り
、
上
下
の
差
が
な
く
な
り
、
難
民
問
題
が
解
決
し
ま
す
。

　
天
は
人
の
上
に
人
を
造
ら
ず
、人
の
下
に
人
を
造
ら
ず
の
思
想
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
人
種
問
題
が
な
く
な
る
。
貧
富
の
差
が
な
く
な
る
。
こ
れ
が
シ
ャ
ン
バ
ラ
の
世
界
が
描
く
ユ

ー
ト
ピ
ア
社
会
の
青
写
真
で
す
。
設
計
図
は
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
設
計
上
、

必
要
の
な
い
も
の
、
邪
魔
に
な
る
も
の
が
消
え
て
ゆ
く
。
そ
れ
が
天
上
界
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

そ
の
創
造
の
た
め
に
は
破
壊
が
必
要
で
す
。
創
造
的
破
壊
、
破
壊
（
マ
イ
ナ
ス
極
）
と
創
造

（
プ
ラ
ス
極
）、
こ
の
２
極
が
完
全
調
和
し
て
１
極
に
な
る
世
界
が
も
う
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
こ
の
完
全
調
和
の
こ
と
を
、
釈
迦
は
慈
悲
と
言
い
、
イ
エ
ス
は
愛
と
説
い
て
い
ま
す
。
両
刃

の
剣　
　
と
な
り
ま
す
。
仏
教
も
キ
リ
ス
ト
教
も　
　

 　
　
が
基
本
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

　
昔
の
日
本
の
剣
は　
　
両
刃
の
剣
で
あ
り
対
極
が
１
極
で
完
全
調
和
を
意
味
し
て
い
た
の

で
す
。


